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業績予想・配当予想の修正及び配当方針の変更（中間配当の実施）に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年９月 12 日開催の取締役会において、平成 26 年６月 16 日に公表い

たしました平成 27 年２月期第２四半期累計期間及び通期業績予想を下記のとおり修正することを決議い

たしましたのでお知らせいたします。 

また、平成 27 年２月期の配当予想につきましても修正し、併せて配当方針の変更について決議いたし 
ましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正  

平成 27 年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正（平成 26 年３月１日～平成 26 年８月 31 日）                        

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり  

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

8,000 

百万円 

746 

百万円 

744 

百万円 

392 

  円 銭 

35.49 

今回修正予想（B） 9,049 1,772 1,773 953 86.15 

増減額（B－A） 1,048 1,025 1,029 560 ― 

増減率（％） 13.1 137.4 138.3 142.7 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年２月期第２四半期累計） 
5,921 309 293 114 10.40 

 

平成 27 年２月期通期業績予想の修正（平成 26 年３月１日～平成 27 年２月 28 日）                        

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり  

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

16,180 

百万円 

2,529 

百万円 

2,521 

百万円 

1,387 

  円 銭 

125.30 

今回修正予想（B） 17,229 3,015 3,011 1,661 150.02 

増減額（B－A） 1,048 486 489 273 ― 

増減率（％） 6.5 19.2 19.4 19.7 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年２月期） 
13,050 1,714 1,702 940 85.06 

 

 

東 京 都 港 区 六 本 木 一 丁 目 6 番 1 号 

デ ィ ッ プ 株 式 会 社 

代表取締役社長 兼 ＣＥＯ（最高経営責任者)  ： 冨 田   英 揮 

（ ｺ ｰ ﾄ ﾞ 番 号 ： 2 3 7 9  東 証 第 一 部 ） 

≪問合せ先≫ 

取締役執行役員 経営管理本部長            ： 渡 辺  永 二 

(TEL ０３-５１１４-１１７７)   



２．業績予想修正の理由  

  平成 27 年２月期第２四半期累計期間におきましては、アルバイト求人情報サイト「バイトル」及び派遣

求人情報サイト「はたらこねっと」を運営するメディア事業において求人需要の高まりを受けたこと等に

より業績が堅調に推移いたしました。 

上記に伴い、第２四半期累計期間の売上高におきまして、前回予想を上回る見通しとなりました。 

また、営業利益及び経常利益、四半期純利益につきましては、積極的な広告宣伝投資や各種施策が奏功

したことによる売上高の堅調な推移を受け、前回予想を上回る見込みとなりました。 

通期業績予想につきましては、継続して広告宣伝等の追加投資を実施する予定であるものの、第２四半

期累計期間の修正内容に伴い、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予想を上回る見通し

となりました。 

 

３．配当予想の修正  

  
１株当たり配当金 

第２四半期末 期末 年間 

前回予想 

（平成 26 年４月 10 日） 
０円 34 円 34 円 

今回修正予想 26 円 19 円 45 円 

当期実績        

前期実績 

（平成 26 年２月期） 
０円 

23 円 

普通配当 18 円 

記念配当 ５円 

23 円 

普通配当 18 円 

記念配当 ５円 

 

４．配当方針の変更及び配当予想修正の理由  

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要な施策の一つとして位置づけており、将来における企業

成長と経営環境の変化に対応するために必要な内部留保を確保しつつ、配当性向について一定の水準を定

め、利益還元を継続的に行うこととし、期末配当として年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針とし

ております。 

この度、株主の皆様への利益配分の機会を充実させるため、第２四半期累計期間の業績に対して一定の

水準の利益還元となる中間配当と、それ以降の業績に応じた還元となる期末配当の２回に分けて実施する

ことといたしました。 

なお、当社では、会社法第 459 条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行

うことができる旨を定款に定めております。 

期末及び年間配当予想につきましては今回の業績修正を踏まえて年間の配当金を増額し、上記のとおり

修正いたしました。 

 

５．中間配当基準日  

平成 26 年８月 31 日 

 

※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報基づき作成したものであり様々な要因によって予想値と異なる場合があり

ます。 

以上 


